
そのとき私たちができたこと

東北⼤学附属図書館が遭遇した
東⽇本⼤震災

平成29年度熊本⼤学図書館協議会研修会 2017年9⽉8⽇(⾦)

⼩陳 左和⼦
国⽴情報学研究所 図書館連携・協⼒室⻑

（元 東北⼤学附属図書館情報サービス課⻑）

⾃⼰紹介
 富⼭ ⽣まれ
 茨城 図書館情報⼤学 学⽣として
 富⼭ 富⼭⼤学附属図書館 就職
 東京 NACSIS / NII 勤務
 宮城 東北⼤学附属図書館 勤務
 東京 ⼀橋⼤学附属図書館 勤務
 東京 JUSTICE事務局@NII 勤務

3.11 当⽇のこと

東北地⽅太平洋沖地震の発⽣
 2011年3⽉11⽇(⾦) 14:46
 マグニチュード 9.0
 最⼤震度7，仙台市は震度6弱
 「東⽇本⼤震災」と呼称

東北地⽅太平洋沖地震 加速度波形

仙台市⻘葉区⾬宮 加速度 東⻄（気象庁ウェブサイト掲載の数値から）

14:46:40

14:47:20 14:48:10

14:49:40

図書館にいた⼈数（推定）

200⼈弱？
（休業期）

※ 当時
通常期なら約300⼈
試験期なら約700⼈

利⽤者 職員
約60⼈

あわせて
だいたい
250⼈？

東北⼤学附属図書館（本館）の建物

【製本雑誌，貴重書】 【図書】【事務室】

2号館 1号館

2号館出⼊⼝
（通常は閉鎖）
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連
絡
通
路

地上4階
地上2階

地下2階 通⽤⼝

図書館の正⾯⽞関 地震発⽣から1時間経過して

15:45
 残っていた利⽤者に帰宅を促す
 ⼀部の職員に帰宅指⽰
 雪が降り始める



地震発⽣から1時間経過して
16:00
 残った職員で今後の⾏動を協議
 ⼟⽇は出勤しない
 ⽉曜は可能な限り出勤する

16:30
 正⾯⽞関に「臨時休館」の貼紙

当⽇の状況
館⻑・事務部⻑・総務課⻑は東京出張

で不在 → 3⽇間東京に⾜⽌め
携帯電話（通話・メールとも）不通
電気・⽔・ガス すべて停⽌
公共交通機関 全⾯停⽌
商店 閉店 → ⾷料・ガソリン⼊⼿困難

復旧とこれから
4つの観点から

4つの観点から

1. 備えと判断

2. 協働・⽀援

3. 情報発信

4. 記録を残すこと／遺すこと

図書館員が守るべきものとは？
利⽤者，職員，⾃分，
蔵書，貴重書，
建物，設備，
公⽂書，事務⽂書，データ,

………

⼀番守るべきものは？

利⽤者，職員，⾃分

⼈の命

⼈命を守るための条件は？
＝⼈的被害を出さないためには？

１）建物が崩れないこと

施設の備え
FRPブロック耐震壁

施設の備え
円形鋼管ブレース



⼈命を守るための条件は？
＝⼈的被害を出さないためには？

2）⼤きな設備が
倒れないこと

書架 〜東北⼤学 本館の例〜 書架 〜東北⼤学 本館の例〜

書架 〜東北⼤学 分館の例〜 どうする？

本を落とさないこと
vs.

書架を倒さないこと

本の落下防⽌対策
頭より⾼い位置に
重い本，⼤型本を置かない
常に⼈がいる場所や
メインの通路に，できるだけ
落とさないようにする
傾斜棚など

⼈命を守るための条件は？
＝⼈的被害を出さないためには？

3）避難ができる環境であること
4）適切な避難誘導ができること
5）館内をくまなく確認できること

etc.

ある学⽣のツイッターから 適切な判断と⾏動のために
マニュアルの作成・周知
防災訓練
避難訓練
災害図上訓練 DIG
減災アクションカードゲーム



適切な判断と⾏動のために
マニュアルの作成・周知
防災訓練
ひとりひとりの
イメージ・トレーニング
シミュレーション

それでも判断は難しい
例1
どれぐらいの規模の地震が
起きたら、避難する／させる
と決断しますか？

それでも判断は難しい
例2

館外へ避難した後、利⽤者から
「館内の公衆電話を使わせても
らえないか？」と⾔われました。
どうしますか？

4つの観点から

1. 備えと判断

2. 協働・⽀援

3. 情報発信

4. 記録を残すこと／遺すこと

開架図書の落下 まずは通路・作業空間を確保

重い製本雑誌の⽚付けへ （1）学⽣ボランティア
東北⼤学地域復興プロジェクト

HARU
学⽣有志が⾃発的に設⽴した
ボランティア組織
登録者1,000名以上
被災地・避難所などで⽀援活動

学⽣ボランティアとの協働
図書館でのHARUの活動
3⽉31⽇〜6⽉9⽇（47⽇間）

延べ1,000名が参加

本館 ＋ 北⻘葉⼭分館



HARU：集合 HARU：作業指⽰ HARU：作業（1⽇3〜6時間）

HARU：作業（1⽇3〜6時間） HARU 名称の由来
厳しい冬の寒さに耐えながら、春を
待つ。
私たち東北は、やがて来る暖かな春
の喜びを知っている。
今どんなに⾟い事、悲しい事があっ
ても、季節は必ず巡り、“春”がやっ
てくるように、夢も希望も幸せも必
ず東北の地にやってくる。 ………

（2）プロボノ
職務上の専⾨的な知識や経験、
技能を、社会貢献のために無
償もしくはわずかな報酬で提
供するボランティア活動

『⽇本⼤百科全書』より

saveMLAK
博物館 Museum

図書館 Library
⽂書館 Archives
公⺠館 Kominkan
MLAK関係者有志により構成
被災情報・救援情報の集約・提供

ボランティアの派遣・仲介

マイクロ資料室（地下書庫） 散乱したマイクロフィッシュ



マイクロ資料のプロボノ マイクロ資料のプロボノ （3）⼤学図書館間の協⼒
他⼤学の図書館利⽤サービス
蔵書の閲覧・複写・貸出
閲覧室・PCの利⽤など

電⼦ジャーナルの無料提供
東⼤・京⼤の契約雑誌へのアクセス
主要12出版社からも提供

（4）全国の仲間から
 復旧作業⼿伝いのお申し出

（…があったけれど…）

⽀援物資：⾷料
スタッフ、ボランティア⽤に

⽀援物資：使い捨てカイロ

スタッフ⽤に

利⽤者⽤に

⽀援物資：HARUへのお礼 ⽀援物資：HARUへのお礼 4つの観点から
1. 備えと判断

2. 協働・⽀援

3. 情報発信

4. 記録を残すこと／遺すこと



（1）saveMLAKサイトへ⼊⼒ （2）ツイッター
@hagi_no_suke 3⽉14⽇(⽉)18:34運⽤開始

（3）電⼦メール
安否を気遣ってくださる皆様へのご挨拶

（4）ウェブサイト
3⽉15⽇(⽕) 午後 電気復旧
附属図書館公式ウェブサイト
運⽤再開

（5）掲⽰
⼊⼝のポスター 書庫⼊⼝の掲⽰

（6）東北地区の状況収集・発信

4つの観点から
1. 備えと判断

2. 協働・⽀援

3. 情報発信

4. 記録を残すこと／遺すこと

記録をのこすこと
（1）残すこと

書いて・話して・写して残す

（2）遺すこと
収集して後世まで遺していく

（1）記録に残すこと
 とうしんろく(東北⼤学震災体験記録プロジェ

クト)編. 聞き書き震災体験：東北⼤学90⼈が
語る3.11. 新泉社. 2012, 325p.

 東北学院東⽇本⼤震災アーカイブプロジェク
ト編. 東⽇本⼤震災と東北学院：After 3.11. 
東北学院. 2014, 617p. 



記録に残す
⼩陳左和⼦. そのとき私たちができたこと

：東北⼤学附属図書館が遭遇した東⽇本
⼤震災. ⼤学図書館研究. 2012, no.94, 
p.1-11. 

そのとき私たちができたこと 検索

記録に残す
⼩陳左和⼦. 東⽇本⼤震災における⼀橋⼤

学附属図書館の対応：発災後3年を迎えて
の記録. ⼀橋⼤学附属図書館研究開発室年
報. 2014, no.2, p.68-88. 

東⽇本⼤震災 ⼀橋⼤学附属図書館 検索

写真を撮る
震災前の図書館メインフロア

（2）記録を遺すこと
神⼾⼤学附属図書館「震災⽂庫」

「震災記録を図書館に」
合同キャンペーン
主な被災3県を中⼼に全国展開
公共・⼤学図書館で役割分担

熊本地震ライブラリ

東北⼤学「みちのく震録伝」
東北⼤学災害科学国際研究所

アーカイブ プロジェクト

国⽴国会図書館「ひなぎく」

おわりに



（1）ひとつとして同じ図書館はない
図書館はどこに建っている？
⼤学本部との距離は？
建物の構造は？
複合施設？ 単独施設？
どういう⼈がどれくらい利⽤

している？
職員の数は？ etc.

（2）他⼈事ではなく⾃分事として

（3）⾃分を守るということ
 まず守るべきは⾃分⾃⾝
 津波てんでんこ

館⻑からHARUへ感謝状

本⽇は
ありがとうございました


